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令和８年 第１回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
鵜野議員 

質問 

項目 
沼田町が進めるべきＧＸの方向性と景観・環境保全の両立について 

質問 

内容 

本町が進めるＧＸ（グリーントランスフォーメーション）は、人口減少、

地域経済の縮小、エネルギーコストの上昇など、町が直面する構造的課題

に対応するための重要施策です。再生可能エネルギーの導入、省エネの推

進、地域資源の活用は、持続可能な地域経営に不可欠であると考えます。

一方で、太陽光発電や風力発電等の設備設置は、農村景観、森林の稜線、

丘陵地の眺望など、本町の地域資源としての景観・環境に重大な影響を及

ぼす可能性があり、両者のバランスを慎重に図る必要があります。そこで、

ＧＸを町づくり戦略としてどのように位置づけ、再エネ導入と景観・環境

保全の調和をどのように確保するのか、その今後の基本方針を聞きたい。 

 

１ ＧＸ推進の基本方針 

・ＧＸを町づくり戦略としてどのように位置づけ取り組もうとし

ていくか。 

２ 再生可能エネルギー導入の方向性 

・太陽光、小水力、バイオマス等をどの様に選定するか。 

３ 景観・環境への影響評価と保全方針 

・再エネ設備が農村景観・森林・眺望等に及ぼす影響の評価方法。 

・景観基準、ガイドライン、景観計画区域等の策今後の方針。 

４ 住民合意形成と情報公開 

・住民の景観・環境への懸念を行政判断に反映する仕組み。 

５ 農地・森林との調和および長期的リスク管理 

・農地転用・森林伐採を伴う開発の判断基準。 

・設備撤去・原状回復・跡地管理に関する事業者責任の確保。 

６ 本町が目指す将来像について 

・ＧＸ推進と景観・環境保全を両立した本町の将来像。 



◆ 資料 1：   GX推進の意義と本町の課題 

 

１．GX推進の必要性 

•  人口減少の進行 

•  地域経済の縮小 

•  エネルギー価格の高騰 

•  気候変動への対応 

→ 本町の持続可能性を左右する構造的課題 

２．GXがもたらす効果 

•  エネルギー自立の向上 

•  地域経済循環の強化 

•  省エネによるコスト削減 

•  新産業・雇用の創出 

 

 

 

３．一方でのリスク 

•  太陽光・風力等による景観破壊 

•  農地・森林の喪失 

•  住民とのトラブル 

•  撤去・跡地管理の不透明さ 

→ GX 推進と景観・環境保全の両立が不可欠 

 

 

 

 

 

 



 

◆ 資料２：  景観・環境への影響と必要な対策 

 

１．本町の景観資源 

•  農村景観の連続性 

•  森林の稜線 

•  丘陵地の眺望 

→ 地域のブランド価値・生活価値を形成 

２．再エネ導入による主な影響 

•  大規模太陽光による農地の分断 

•  風力発電による稜線景観の喪失 

•  森林伐採による環境負荷 

•  生活環境（騒音・反射光）への影響 

 

 

 

 

３．必要な行政対応 

•  景観基準・ガイドラインの策定 

•  景観計画区域の設定 

•  事前協議制度の導入 

•  景観影響評価の義務化 

•  住民説明・情報公開の強化 

 

 

 

 

 



◆ 資料３：  質問の要点（6項目）と政策判断の焦点 

 

１ GX推進の基本方針 

•  町づくり戦略としての位置づけ 

•  重点分野・数値目標・工程表の明確化 

２ 再エネ導入の方向性 

•  太陽光・小水力・バイオマスの選定理由 

•  地域経済効果と町内事業者との連携 

３ 景観・環境保全の方針 

•  景観への影響評価の方法 

•  景観基準・ガイドラインの策定状況 

４ 住民合意形成と情報公開 

•  計画段階での情報公開 

•  住民説明・事前協議制度の整備 

 

 

５ 農地・森林との調和と長期リスク管理 

•  農地転用・森林伐採の判断基準 

•  撤去・原状回復・跡地管理の責任確保 

6 本町が目指す将来像について 

•  GX 推進と景観・環境保全を両立した本町の将来像。 
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【教育長】 

 

 

 

通告順 ２ 
質問 

議員 
畑地議員 

質問 

項目 
子どもたちの生きる力を伸ばすには 

質問 

内容 

子どもたちの生きる力を伸ばす取組みとして、様々な課題解決の能力を

向上させることが求められています。 

総合的な学習等において、沼田町を中心に据えた探究活動が行われてい

ますが、情報収集にはインターネット依存の傾向があると感じています。

本や資料といった図書館機能を活用するなどで、文章読解力・課題解決能

力の育成にどうかかわっていくのか伺いたい。更には、生成 AI の急速な

進歩を踏まえ、GIGA スクール導入後の学び方や情報リテラシー教育の再考

が求められてはいないか、教育長の見解を伺いたい。 

 

【質問１】沼田学における目標について 

学校と教育委員会がどのような目標を設定しているのかを伺いたい。 

【質問２】文書読解力・課題解決力の向上策について 

インターネット情報に依存しすぎる分析だけでは、子どもたちの文書読

解力・課題解決力を高めることにならないのではないか、具体的な工夫・

指導方法を伺いたい。 

【質問３】図書館と学校の連携強化について 

図書館を「知恵の宝庫」として、パスファインダー作成なども含めて、

学習体系に活用する取り組みを検討してはどうか伺う。 

【質問４】初等中教育段階における生成 AI ガイドラインについて 

文部科学省の生成 AI ガイドライン（Ver2.0）を、学校現場ではどのよ

うに利活用しているのか。校務・授業における生成 AI 活用（教員研修、教

材研究、児童生徒への段階的な活用など）について、今後の具体的な方針

を伺う。 

 



畑地 資料 1 図書館パスファインダー 



畑地 資料２ 文部科学省 生成 AIガイドライン 
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